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講義名 研究演習Ⅰ(全学部)

久保 泉担当教員

後期 火曜日 ５時限開講期・曜日・時限講義コード 25237

ナンバリング・コ
ード SEM250

授業形態

概要説明

日本の宿泊業界は訪日旅行者数増加を背景に、新規ホテルの開業、民泊等の新たな事業形態及び新たな事業主による市場への参入等、活況を呈している。一方で、
人手不足や低い生産性等様々な課題に直面している。これらの課題について具体的事例を取り上げ、可能な限りその現場を確認しながら、課題解決案を考え、自ら
のアイデアを提示することを目標とする。

宿泊産業論、ホスピタリティ論

演習分野学部・学科

全学部

主な卒業論文のタイトル

教員からの要望

宿泊業界について事前の知識、経験等は不要であるが、宿泊業界に関する報道等に常に関心を寄せ、また可能な限り神戸市内および近隣の宿泊施設に自ら足を運び
見学する積極的な姿勢を期待する。また、ゼミにおいて教員からの問いかけに積極的な発言を歓迎する。

選考方法

私のゼミをなぜ希望するのか、そしてゼミでどのような事に取り組みたいのか、書面または対面で確認の上、選考する。

評価方法

研究報告書(パワーポイント)(40%)、プレゼンテーションおよび質疑応答(40%)、授業への参加態度(20%)

教員英字氏名 研究室

Izumi Kubo

最終学歴

社会情報大学院大学

学位

実務教育学修士(専門職)

主な研究活動・社会活動・研究業績

趣味・特技

所属

人間社会学部観光学科

日本実務教育学会
日本観光研究学会

専門分野

宿泊産業論、ホスピタリティ論

担当科目

ホテル事業計画論、ホテル事業経営論、旅館事業経営論、顧客価値創造論

備考

課外活動としてホテル等宿泊施設の見学を予定している。詳細についてはゼミにおいて説明する。

実務経験の有無及び活用

実務経験あり
教員はホテル運営現場(宿泊部門、営業部門、管理部門)経験、およびチェーンホテル本部における海外ホテル運営管理業務に携わった実務経験に基づいて、ホスピ
タリティ、サービス、宿泊事業等に関する学生の学修意欲に応える。

所属学会

到達目標・成果物

・研究報告書の内容が論理的に構成され、かつ独自性がある。
・プレゼンテーションの内容が論理的に構成され、かつプレゼンテーションにおいて他者に分かりやすく説明され、質疑応答にも適切に対応できた。
・ゼミ内での議論に積極的に参加し、発言する。


